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先週 12 日(土)に開催した、本校最後の学習発表会には、たくさんの方に足をお運びいただき

ありがとうございました。 

今年の児童会スローガンは「新小全体が笑顔になるような発表を届けよう ～一人一人が魅

力的に・150 年の思いを～」でした。1 年生のはじめのことばを皮切りに、各学年が劇や歌を通

して、これまで取り組んできた成果をお伝えしようと頑張りました。１・２年生は自分たちが

できるようになったことに自信をもって、３年生は戦争で失われるものの悲しみと平和への願

いを力強い言葉で、４・５年生は他の人を思いやる気持ちや勇気の大切さを蛍の世界やダンス

を交えて、６年生は自分たちが描く未来への階段を息の合った掛け合いで、それぞれ特徴豊か

に表現していたと思います。また、今年は３年ぶりに独唱を披露し、きれいな歌声を皆さんに

お届けできたこともよかったです。そして、ここ数年学習発表会に彩を添えてきた「増沢神楽・

鶏舞」も、学校での発表は見納めとなりました。今年度も保存会の皆様にご指導いただき、本

番を迎えました。昭和 43 年より、54 年の長きにわたりお世話いただき、地域の皆様に支えられ

ながら伝統芸能を学ばせていただいたことに、心より感謝申し上げます。 

最後の発表会は、自分たちが身に付けた力や成長した姿をすべて出し切り、笑顔で終えるこ

とができました。保護者の皆様には、各学年のメッセージを受け取る中で、児童一人一人の成

長とキラキラ輝く個々の魅力を感じ取っていただけたのではないかと思います。 

今後は、6年生の終わりのことばにもありましたように「150 年続いたすばらしい校風を、絶

やすことなく受け継いでいく」ために、「３月の閉校の日まで、全校 36 人が心を一つにし、笑

顔あふれる毎日を過ごせるよう」頑張らせてまいります。観覧された皆様には、コロナ対策へ

ご理解いただきますとともに、会場撤去にもご協力いただき、大変ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６年「終わりのことば」 

                              新沼小学校校報 
 

学校教育目標 

夢のつぼみは光に燃えて,さあ挑戦！ 

に   人間性豊かで 

い   命を大切にし 

ぬ   ぬくもりあふれる心と 

ま   学びの力をもつ子ども 

４・５年「とべないホタル」  ６年「同窓会ごっこ」  独唱「歌のにじ」 

４～６年「増沢神楽・鶏
舞」  

３年「ちいちゃんのかげ
おくり」 

1 年「はじめのことば」 １・２年「だいすきな が
っこう」  



 

 

 

11 月 8 日(火)の午後、藤沢中学校において小中交流会が行われました。交流会では、新沼小、

藤沢小、黄海小の 6 年生児童と藤中生が一堂に会しての交流を行いました。前半は、全クラス

の授業参観、後半は生徒会による中学校生活の紹介と 3 年生による合唱、最後に小学校 3 校で

のゲーム交流会を行いました。中学校の授業はやはり難しそうに感じ、少し心配な気持ちも生

じたようですが、合唱や学校生活の紹介を聞くうちに、新しく始まる生活への期待の方がどん

どん膨らんできたようです。また、ゲーム交流会では、はじめは緊張していた子供たちでした

が、交流が進むにつれ言葉を交わす友達も増え、最後は「楽しかった」という声が聞けました。

来年度、共に学ぶ仲間たちと貴重な時間を過ごすことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先月、広報いちのせき

I-style の巻末コーナー「わた

しの夢 ∼DREAMS COME TRUE∼」

の取材がありました。取材を受

けたのは、６年の三浦翔司さ

ん。はきはきと自分の将来の夢

をしっかり伝えました。写真撮

影もばっちりでした。１２月号

（１１月２５日発行予定）に掲

載される予定だそうです。みな

さんどうぞご期待ください！ 

 

 

 

11 月 8 日(火)の業間休み時間、第４回目の避難訓

練を行いました。今回の避難訓練は、児童が自分た

ちで判断して非難する自主避難の練習でした。その

ため、その日の予告はありません。休み時間ですか

ら教員も近くにおりません。地震発生とその後の火

災発生の報を聞いて、子供たちはどのように自分の

身を守ればよいのかその場で考えなければならな

い状況です。そこで頼りになったのが高学年児童。

近辺にいる下学年児童に声をかけ、一緒に避難する

様子がここかしこで見られました。校庭で全員の安

全を確認できたのが、避難指示の放送からわずか 2

分 6秒後。全く時間のロスなく、命を守る行動をと

ることができました。新沼小児童の災害対応ＩＱは

かなり高いといえるでしょう。 

 

 

 

 

◎防火ポスターコンクール 佳作  ３年 白石 幸毅 さん 

 

 

 


